
拠点のあり方に係る関係者ヒアリング（前回の続き）

○ 『中間取りまとめ』までの議論を踏まえ、前回（第12回）部会より、臨床研究の拠点のあり方に
関する具体的な課題を整理するため、関係者へのヒアリングを実施しているところ。

○ 前回、 『中間取りまとめ』の基本的考え方のⅣ．に関連する形で、特定領域の臨床研究を推進
する拠点の整備に関連するヒアリングを実施したが、今回は、 『中間取りまとめ』の基本的考え方の
Ⅱ．に関連し、拠点が担う臨床研究の支援機能にかかるヒアリングとして、以下の関係者からご意
見をいただくこととしたい。

（１）研究の支援を受ける研究者の立場から見た、拠点に求める役割について
熊谷 雄治 参考人 （北里大学医学部 臨床研究センター 教授）

AMED革新的医療技術創出拠点プロジェクト 革新的医療シーズ実用化研究事業に
おいて、臨床研究中核病院の支援を受けて医師主導治験を実施している立場から

（２）産業界の立場から見た、拠点に求める役割について
・製薬業界の立場から（国忠委員）
・医療機器業界の立場から（増田委員）
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